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新”

当
会
で
は
去
る
二
月
十
四
日

サ
ン
マ
リ
ン
気
仙
沼
ホ
テ
ル
観

洋
に
お
い
て
、
心
臓
外
科
医
の

南
和
友
氏
を
講
師
に
招
き
　
『
人

は
感
動
す
る
た
び
に
健
康
に
な

る
』
　
と
題
し
た
新
春
講
演
会
を

開
催
し
た
。

講
演
要
旨
は
以
下
の
通
り
。

◆

　

　

◆

　

　

◆

【
い
く
ら
素
晴
ら
し
い
仕
事
を

し
て
ど
ん
な
に
経
済
力
を
つ
け

て
も
、
健
康
で
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
。
特
に
経
営
者
の
方
々

に
は
率
先
し
て
健
康
に
注
意
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
人
間
の
体

に
は
、
今
日
明
日
す
ぐ
に
ガ
ン

が
出
来
る
訳
で
も
な
い
し
、
脳

梗
塞
・
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
訳

で
も
な
い
。
二
～
三
年
、
五
年

と
い
う
ス
パ
ン
を
裡
て
じ
わ
じ

わ
と
病
気
が
進
ん
で
い
く
。
き

ち
ん
と
し
た
専
門
的
な
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
と
い
う
の
が

今
日
の
大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

日
本
人
の
死
亡
原
因
で
圧
倒
的

に
多
い
の
が
ガ
ン
、
次
に
心
臓

血
管
系
、
脳
疾
患
、
8
0
％
の
方

が
最
終
的
に
こ
う
い
う
病
で
亡

く
な
る
の
で
、
そ
こ
を
重
点
的

に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
け
ば
か
な

り
の
病
気
を
防
げ
る
。

健
康
で
長
生
き
す
る
た
め
に

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
る
人
は

ど
う
い
う
人
か
と
言
う
と
、
健

康
に
無
頓
着
で
は
絶
対
ダ
メ

で
、
健
康
で
長
生
き
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
良
い
か
を
常
に
考

え
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と
が
大

事
。
そ
の
た
め
に
も
人
間
の
体

の
構
造
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か

少
し
勉
強
す
る
と
か
、
精
神
的

な
健
康
を
保
つ
為
に
ど
ん
な
こ

と
で
も
良
い
か
ら
日
々
何
か
に

興
味
を
持
っ
て
情
熱
を
失
わ
な

い
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
し
て
、

た
だ
一
生
懸
命
に
働
く
だ
け
で

は
な
く
、
体
重
を
と
る
。
オ
ン

オ
フ
を
考
え
な
が
ら
仕
事
を
す

れ
ば
活
力
が
蘇
る
。
こ
れ
を
「
蘇

活
力
」
と
呼
ん
で
い
る
。）

血
管
を
若
く
保
つ
こ
と
も
体

に
と
っ
て
大
切
だ
。
血
管
は
二

十
歳
を
過
ぎ
る
と
次
第
に
固
く

な
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
　
「
動
脈

硬
化
」
　
と
言
う
。
人
に
よ
っ
て

そ
の
度
合
は
違
っ
て
い
て
、
八

十
歳
に
な
っ
て
も
ま
だ
若
々
し

い
人
も
い
る
。
動
脈
を
老
け
さ

せ
な
い
こ
と
が
大
事
な
の
で
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
上
げ
な
い

と
か
血
圧
を
上
げ
な
い
こ
と
が

大
切
。
骨
密
度
を
高
く
す
る
こ

と
を
心
掛
け
た
食
事
を
し
て
、

足
か
ら
弱
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。

私
が
推
奨
し
て
い
る
の
は
病

気
に
な
ら
な
い
歩
き
方
　
「
パ

ワ
ー
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
　
だ
。
姿

勢
は
ま
っ
す
ぐ
に
、
踵
か
ら
着

地
し
っ
ま
先
に
向
け
て
足
袈
全

体
で
ロ
ー
リ
ン
グ
す
る
。
足
や

膝
、
腰
が
鍛
え
ら
れ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
何
よ
り
も
血
管
が
鍛

え
ら
れ
る
。
歩
く
こ
と
で
動
脈

が
収
縮
と
弛
積
を
繰
り
返
す
。

動
脈
は
筋
肉
を
包
む
筋
膜
と
筋

肉
の
束
の
間
を
通
っ
て
い
る
の

で
、
筋
肉
を
動
か
す
こ
と
に
よ

っ
て
動
脈
も
ス
ト
レ
ッ
チ
さ
れ
、

体
の
隅
々
ま
で
血
液
が
よ
く
循

環
す
る
よ
う
に
な
る
。
血
液
は

重
力
の
関
係
で
下
に
溜
ま
り
、

長
い
間
立
っ
て
い
る
と
浮
腫
み

も
お
き
る
が
、
足
は
　
「
第
二
の

心
臓
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
歩

く
こ
と
で
脹
脛
の
筋
肉
が
血
管

を
下
か
ら
上
へ
揉
む
よ
う
な
形

に
な
り
　
（
こ
れ
を
ミ
キ
シ
ン
グ

と
言
う
）
、
血
液
が
戻
り
や
す
く

な
っ
て
心
臓
の
負
荷
も
減
る
。

ま
た
、
免
疫
力
を
高
め
な
い

と
い
け
な
い
。
睡
眠
不
足
に

な
っ
た
り
す
る
と
必
ず
免
疫
力

は
落
ち
て
い
く
。
そ
う
す
る
と

帯
状
癌
疹
に
な
っ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
感
染
症
に
か
か
っ
た
り

自
己
免
疫
疾
患
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
病
気
に
な
っ
た
り
す
る
。

い
ま
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
騒
が

れ
て
い
る
が
、
や
は
り
免
疫
力

が
落
ち
て
し
ま
う
と
感
染
し
や

す
く
な
る
。

自
律
神
経
を
鍛
え
る

自
律
神
経
と
は
、
意
思
と
は

無
関
係
に
心
臓
や
腸
を
動
か
し

て
い
る
不
随
意
神
経
の
こ
と

で
、
交
感
神
経
と
副
交
感
神
経

の
二
種
類
あ
る
。

「
交
感
神
経
」
　
は
刺
激
を
受
け

る
と
血
管
が
収
縮
し
て
血
圧
や

脈
拍
が
上
が
る
、
逆
に
　
「
副
交

感
神
経
」
　
は
血
管
が
拡
張
し
て

）

血
圧
・
脈
拍
が
下
が
る
。

寝
る
前
に
交
感
神
経
に
刺
激

を
受
け
る
と
寝
ら
れ
な
い
の
で

興
番
が
下
が
る
の
を
待
つ
し
か

な
い
が
、
多
く
の
人
は
睡
眠
薬

や
導
入
剤
を
飲
ん
で
無
理
に
寝

よ
う
と
す
る
。
そ
ん
な
事
を
繰

り
返
せ
ば
体
に
良
い
訳
が
な

い

。

ゆ

っ

く

り

リ

ラ

ッ

ク

ス

し

て
音
楽
を
聴
い
た
り
、
安
ら
ぐ

こ
と
を
し
て
い
る
と
副
交
感
神

経
が
優
位
に
な
っ
て
血
圧
・
脈

も
落
ち
着
い
て
く
る
。

自
律
神
経
は
意
図
的
に
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

自
律
神
経
が
鍛
え
ら
れ
る
と
感

受
性
の
レ
ベ
ル
　
「
開
催
」
　
が
上

が
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

さ
れ
て
い
る
方
の
意
義
と
し

て
、
困
っ
て
い
る
人
の
援
助
を

す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
達
成
感

（
能
動
的
）
　
と
人
に
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
で
自
分
も
感
動
　
（
受

動
的
）
　
出
来
る
と
い
う
こ
と
が

あ
る
。
感
動
す
る
と
自
律
神
経

が
活
性
化
し
て
交
感
神
経
と
副

交
感
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い
、

ス
ト
レ
ス
に
も
強
く
な
る
。
ゆ

っ
た
り
し
た
気
分
に
な
れ
ば
体

の
血
流
も
良
く
な
り
、
そ
れ
が

健
康
に
結
び
つ
い
て
ゆ
く
】
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第
1
2
回

税
に
関
す
る

絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル

女
性
部
会
で
は
次
代
を
担
う

子
供
た
ち
へ
税
の
大
切
さ
を
伝

え
る
活
動
と
し
て
、
気
仙
沼
税

務
署
管
内
の
小
学
六
年
生
を
対

象
に
十
二
回
目
と
な
る
　
「
税
に

関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
、
1
1
7
点
の
応
募

が
あ
っ
た
。
選
考
の
結
果
、
入

賞
者
は
次
の
通
り
。

（
学
校
表
記
は
昨
年
度
時
点
）

気
仙
沼
法
人
会
会
長
賞

三
浦
　
青
空
　
（
名
足
小
）

気
仙
沼
法
人
会
女
性
部
会
長
賞

小
野
寺
椎
莱
　
（
鹿
析
小
）

気
仙
沼
税
務
署
長
賞

及
川
　
宝
　
（
名
足
小
）

※
以
上
1
2
ペ
ー
ジ
に
掲
載

気
仙
沼
地
区
佳
作

及
川
　
其
弥
　
（
小
泉
小
）

三
浦
　
其
留
　
（
小
泉
小
）

菊
田
　
玲
泉
　
（
新
城
小
）

菅
原
　
奈
子
　
（
新
城
小
）

千
葉
　
ひ
な
　
（
新
城
小
）

佐
藤
　
愛
鈴
　
（
名
足
小
）

大
森
　
咲
和
　
（
松
岩
小
）

宗
野
女
性
部
会
事
業
計
画

青
年
部
会
・
女
性
部
会
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
令

和
二
年
度
の
通
常
総
会
の
開
催

を
中
止
し
、
第
一
号
議
案
・
令

和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
承
認
の
件
、
第
二
号
議

案
・
令
和
二
年
度
事
業
計
画
案

及
び
収
支
予
算
案
承
認
の
件
を

書
面
表
決
に
よ
っ
て
決
議
し
、

部
会
員
過
半
数
の
賛
成
を
も
っ

て
可
決
す
る
こ
と
と
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
部
会
の
新
年
度
事

業
計
画
は
次
の
通
り
。

令
和
二
年
度
事
業
計
画

［
鳳
鳳
凰
且

本
年
度
は
、
部
会
活
動
の
充
実

に
努
力
を
傾
注
す
る
と
と
も
に
、

厳
し
い
経
済
環
境
を
乗
り
切
る

た
め
の
経
営
知
識
の
習
得
を
国

な
支
援
を
行
う
。

さ
ら
に
、
会
員
増
強
に
よ
り
、

組
織
の
拡
充
と
会
員
の
意
識
の

高
揚
に
重
点
を
置
き
、
次
の
事

業
を
実
施
す
る
。

【
主
な
内
容
】

①
例
会
の
開
催

②
税
務
・
経
営
に
関
す
る
研
修

会
の
開
催

③
部
会
貝
の
加
入
促
進

④
法
人
会
事
業
へ
の
支
揺
∵
協

調⑤
全
国
青
年
の
集
い
　
「
島
根
大

会
」
参
加

⑥
租
税
教
室
の
開
催

（
租
税
に
纏
わ
る
イ
ベ
ン
ト
の

開催）
⑦
e
．
T
 
a
 
X
の
普
及
拡
大
・

利
用
推
進
へ
の
取
り
組
み

⑧
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な

事
業

∵
∴
一
∵
∴
∴
風
聞

研
修
を
推
進
し
、
親
会
で
あ
る
　
今
年
度
事
業
の
概
要
は
、
部
会

公
益
社
団
法
人
気
仙
沼
法
人
会
　
員
同
士
が
自
己
を
高
め
合
い
心

の
実
施
事
業
に
対
し
て
全
面
的
　
の
交
流
が
で
き
る
事
業
を
企
画

運
営
す
る
と
と
も
に
、
宮
城
県

内
女
性
部
会
連
絡
協
議
会
な
ど

外
部
会
議
へ
の
参
加
の
他
、
親

会
で
あ
る
公
益
社
団
法
人
気
仙

沼
法
人
会
の
事
業
に
支
援
・
協

調
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

ま
た
明
る
い
気
持
ち
で
地
域
社

会
に
貢
献
で
き
る
活
動
が
再
開

出
来
る
よ
う
、
一
刻
も
早
い
コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

終

息

を

願

い
、
共
に
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
て
い
き
た
い
。

【
主
な
内
容
】

①
研
修
会

②
部
会
員
の
親
睦
、
交
流
会
の

実
施
（
会
員
交
流
会
）

③
宮
城
県
女
性
部
会
連
絡
協
議

会
へ
の
協
調

④
社
会
奉
仕
活
動
　
（
未
使
用

タ
オ
ル
の
収
集
寄
贈
等
〉

⑤
租
税
教
育
　
（
税
金
教
室
・
税

に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル）⑥
法
人
会
事
業
へ
の
支
援

⑦
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な

事
業

女
性
部
会
で
は
社
会
奉
仕
活

動
の
一
環
と
し
て
、
部
会
行
事

の
際
に
未
使
用
タ
オ
ル
を
メ
ン

バ
ー
が
持
ち
寄
り
、
管
内
福
祉

施
設
等
へ
寄
贈
す
る
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

今
年
度
は
市
内
東
新
城
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
恵
潮
苑
」

を
石
川
部
会
長
が
訪
問
し
、
清

水
施
設
長
へ
タ
オ
ル
百
六
十
枚

を
手
渡
し
た
。

施
設
の
方
か
ら
は
　
「
タ
オ
ル

は
毎
日
使
う
必
需
品
な
の
で
大

変
あ
り
が
た
い
。
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

石
川
部
会
長
は
　
「
少
し
で
も

地
域
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
い

う
気
持
ち
で
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
　
と

述
べ
た
。
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財務省・国税庁

新型コロナウイルス感染症の影響により、国税の納付が難しい方へ

納税の猶予をご利用ください

○現行の猶予の要件（幅広い方が認められます。） 

・一時の納税により、事業の継続・生活維持が困難なおそれがある。 

・納税について誠実な意思。　・納期限から6か月以内に申請がある。 

・猶予を受けようとする国税以外に滞納がない。 

（注）1担保の提供が明らかに可能である場合を除いて担保は不要です。 

2　既に滞納がある場合や申請期限を過ぎた場合は、税務署長の職権で猶予を検討します。 

○現行の猶予が認められると… 

・　原則として1年間納税が猶予されます（資力に応じて分割納付となります。）。 

・猶予中は延滞税が軽減されます（通常年8．9％→軽減後年1．6％※）。 

※令和2年中における延滞税の利率　　　　　　　　申請による換価の猶予　国税徴収法冴‖51条の2 

納税の鶉予に『特例（特例猶予）』が創放されました！ ��

E辺■　口辺Ea　匡国璽 

○　以下の①、（卦のいずれも満たす方が特例の対象となります。

①　新型コロナウイルスの影響により、

令和2年2月以降の任意の期間（1か月以上）において、事業等にかかる収入（注）

が前年同期に比べて概ね20％以上減少していること。

②　一時に納税することが困難であること。

○　令和2年2月1日から同3年1月31日までに納期限が到来する国税が対象です。

対象となる国税であれば、既に納期限が過ぎている未納の国税（猶予中のものも

含みます。）についても、遡って特例を適用することができます（法律の施行か

ら2か月間（令和2年6月30日まで）に限ります。）。

（注）収入には、事業収入のほか、給与収入などの定期的な収入も含みますが、

譲渡所得などの一時的な収入は含まれません。
納税の猶予の特例　新型コロナ税特法第3粂

令和2年5月
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「納税の猶予申請書」を所轄の税務署（徴収担当）に提出してください。

申請は郵送（様式は国税庁HPから入手可能）又はe－Taxをご利用ください。

＞　申請書の作成が難しい場合は、国税局猶予相談センターにお気軽にご相談くだ 

さい。 

＞　収支状況などの確認のため、預金通帳や売上帳等の書類の準備をお願いします 

が、書類の提出が難しい場合は、職員が口頭でお伺いします。 

○　特例猶予は納期限までに申請が必要です。
（注）法律の施行から2か月間（令和2年6月30日まで）は納期限後であっても申請できます。

○　特例猶予が受けられない場合でも、要件を満たせば、現行法での猶予が受けら
れる場合があります。

（注）現行猶予は、納期限から6か月以内に申請が必要です。

モの他、個別の事情に該当する場合は、その旨をお申し出ください

次のような個別の事情がある場合は、特例猶予の他に延滞税なしで納税の猶予
が認められることがありますので、ご相談の際、お申し付けください。

【ケース1】新型コロナウイルス感染症の患者が発生した施設で消毒作業が行わ

れたことにより、備品や棚卸資産を廃棄した場合

【ケース2】納税者ご本人又は生計を同じにするご家族が病気にかかった場合、

国税を一時に納付できない額のうち医療費や治療費等に付随する費用

納税の猶r・同税通則法第46粂

※地方税や社会保険料についても同様の制度が設けられています。

地方税については総務省のホームページを、

社会保険料については厚生労働省のホームページをそれぞれ御確認ください。

総務省：り些P処世SOUmU旦9」月∠也軍刀リコk虹S叫とtmpq〔！卑蛙／klnkよりOLOOO399堕狸」

厚生労働省：bqP乳JJ知鱒担虹四二＿盛土亭主むnewpage仏10925html
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⑳
∴
ト
ト
′

世
界
中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
　
（
正
式
名
称
‥
C
D
V

I
D
・
1
9
）
　
の
感
染
拡
大
が
続

い
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

中
国
の
湖
北
省
武
漢
市
で
、
2

0
1
9
年
1
2
月
8
日
に
発
生
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
初

よ
り
、
2
0
0
2
年
に
中
国
広

東
省
を
起
源
と
し
た
S
A
R
S

（
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
）

の
よ
う
に
、
感
染
が
広
が
る
の

で
は
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
、

日
本
で
初
め
て
発
生
・
発
見
さ

れ
た
の
は
、
2
0
2
0
年
1
月

1
5
日
頃
で
す
。
感
染
者
は
中
国

人
男
性
。
1
月
3
日
に
中
国
の

武
漢
に
滞
在
し
て
い
ま
し
た
が
、

1
月
6
日
に
日
本
に
帰
国
、
そ

の
後
発
熱
が
あ
っ
た
た
め
、
医

療
機
関
を
受
診
し
た
と
こ
ろ
、

1
月
1
5
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
発
覚
し
た
そ
う

です。そ
の
後
、
中
国
の
旧
正
月
　
（
春

節
）
　
の
長
期
休
暇
　
（
1
月
2
4
日

～
3
0
日
）
　
を
利
用
し
て
、
多
く

の
中
国
人
観
光
客
が
日
本
に
来

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
私
は
、
1

月
2
5
日
に
大
阪
の
関
西
空
港
を

利
用
し
ま
し
た
が
、
マ
ス
ク
を

着
け
て
い
る
外
国
人
の
方
は
少

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

こ
れ
も
、
日
本
と
い
う
危
機

感
の
低
い
環
境
な
ら
で
は
の
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
1
月
か

ら
現
在
　
（
4
月
2
0
日
）
、
た
っ

た
3
カ
月
の
間
に
世
界
中
が
生

命
の
危
機
と
経
済
の
破
綻
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
い

）

ま
、
私
た
ち
は
、
何
を
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
、
ま
た
、

こ
の
経
験
を
今
後
ど
の
よ
う
に

生
か
せ
ば
よ
い
の
か
を
思
案
す

べ
き
時
で
す
。

企
業
で
は
、
既
に
自
社
の
従

業
員
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
者
を
出
さ
な
い
た
め

の
対
応
を
、
実
践
し
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
自
社
の
従
業
員

に
感
染
者
が
出
た
場
合
、
事
業

所
の
晴
輪
や
消
毒
に
加
え
、
自

主
休
業
を
行
う
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
ー
つ
。

ま
た
、
濃
厚
接
触
者
と
認
定

さ
れ
た
従
業
員
は
、
自
宅
待
機

や
P
C
R
検
査
な
ど
、
新
た
な

対
応
を
迫
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、

風
評
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

私
が
関
係
し
て
い
る
企
業
で

は
、
2
週
間
分
の
行
動
記
録
を

保
健
所
に
報
告
す
る
こ
と
を
想

定
し
、
毎
R
各
従
業
員
に
は
行

動
記
録
の
記
載
を
義
務
付
け
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

業
種
や
企
業
の
規
模
、
地
域

な
ど
に
も
違
い
は
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
下
記
の
よ
う
な

対
応
を
今
す
ぐ
に
で
も
実
行
す

る
こ
と
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

①
手
洗
い
や
う
が
い
を
徹
底
し

て
行
う
。

②
職
場
内
及
び
外
出
時
の
マ
ス

ク
の
着
用
。

③
定
期
的
に
部
屋
の
換
気
を
行

－つ○

④
出
社
前
の
検
温
　
（
3
7
．
5
度

以
上
あ
れ
ば
会
社
に
連
絡
の

上
、
休
務
と
す
る
）
。

⑤
来
訪
者
に
対
し
て
も
入
口
で

検
温
を
行
う
。

⑥
オ
フ
ィ
ス
の
入
口
に
消
毒
液

を
設
置
す
る
。

⑦
ド
ア
ノ
ブ
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ボ

ツ

タ
ン
等
の
不
特
定
多
数
が
触

れ
る
箇
所
の
消
毒
を
定
期
的

に
行
う
。

⑧
座
席
の
間
隔
を
と
り
、
執
務

で
の
利
用
人
数
制
限
も
行
う
。

⑨
交
代
勤
務
制
の
シ
フ
ト
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
実
行
す
る
。

⑲
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
時
差
出

勤
を
実
施
す
る
　
（
交
通
機
関

で
の
人
込
み
回
避
）
。

⑪
対
面
業
務
や
外
出
・
出
張
は

自
粛
ま
た
は
中
止
と
す
る
。

⑫
不
特
定
多
数
が
集
ま
る
催
事

や
外
部
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参

加
は
中
止
と
す
る
。

⑬
1
0
名
以
上
規
模
の
社
内
会
議

は
中
止
と
す
る
。

⑭
食
堂
で
の
私
語
の
禁
止
と
利

用
人
数
及
び
時
間
制
限
を
行

－つ0

⑬
感
染
時
の
リ
ス
ク
が
高
い
社

員
を
把
握
し
、
在
宅
勤
務
等

の
扱
い
と
す
る
。

な
ど
で
す
。

次
に
、
　
「
こ
ん
な
時
だ
か
ら

こ
そ
、
や
れ
る
こ
と
を
や
ろ
う
」
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と
い
う
提
案
で
す
。

先
日
、
あ
る
会
社
の
従
業
員

の
方
が
　
「
コ
ロ
ナ
に
よ
り
通
常

業
務
が
滞
り
、
と
て
も
暇
で
す
」

と
、
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。

本
当
に
や
る
こ
と
が
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？
こ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
日
頃
手
が
回
ら
な
い

こ
と
で
、
手
を
付
け
た
ほ
う
が

よ
い
こ
と
を
洗
い
出
し
、
優
先

順
位
を
つ
け
て
実
行
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

例
え
ば
、
フ
ァ
イ
ル
の
整
理
。

日
頃
、
時
間
が
出
来
た
ら
と

言
い
な
が
ら
、
無
造
作
に
フ
ァ

イ
リ
ン
グ
を
す
る
だ
け
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？
整
理
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
た
だ
の
　
「
履
歴

フ
ァ
イ
ル
」
　
か
ら
、
次
回
の
仕

事
に
生
か
せ
る
貴
重
な
　
「
資
料

フ
ァ
イ
ル
」
　
に
変
わ
り
ま
す
。

見
積
も
り
か
ら
必
要
と
な
る

材
料
、
仕
事
の
工
数
や
実
施
の

タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
、
同
じ
よ
う

な
案
件
は
、
こ
の
　
「
資
料
フ
ァ

イ
ル
」
　
が
あ
れ
ば
、
一
か
ら
計

画
す
る
こ
と
が
な
く
、
仕
事
の

効
率
が
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
そ
れ
を
使
っ
て
、
お

客
様
ご
と
の
　
「
商
品
ニ
ー
ズ
の

）

分
析
」
　
な
ど
を
行
え
ば
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
後
に

は
、
提
案
営
業
を
行
う
た
め
の

有
効
な
戦
略
資
料
が
作
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

他
に
も
、
自
社
の
商
品
知
識

の
幅
を
広
げ
た
り
、
仕
事
に
直

結
す
る
資
格
試
験
の
勉
強
を
始

め
た
り
す
る
の
も
、
良
い
で
し

ょ
ー
つ
。こ

の
よ
う
に
、
こ
ん
な
時
だ

か
ら
や
れ
る
こ
と
は
、
沢
山
あ

る
は
ず
で
す
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
経
済
的
被
害
は
、
予
測
も

つ
か
な
い
と
い
う
の
が
本
音
で

す。
弊
社
も
、
企
業
や
官
公
庁
に

て
社
員
研
修
や
再
就
職
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

2
月
以
降
は
ほ
ぼ
キ
ャ
ン
セ
ル

と
な
り
ま
し
た
。
4
月
に
予
定

し
て
い
た
新
入
社
員
研
修
も
、

テ
キ
ス
ト
を
配
布
す
る
の
み
で
、

各
自
で
、
仕
事
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や

技
術
研
修
の
内
容
を
学
ぶ
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
新
社
会
人
の

皆
さ
ん
に
、
エ
ー
ル
と
共
に
お

伝
え
し
た
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、
残
念
な
が
ら
テ
キ
ス
ト
だ

け
で
は
伝
え
き
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
既
に
コ
ロ
ナ
・
シ
ョ

ッ
ク
と
も
言
わ
れ
、
多
く
の
求

職
者
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
訪
れ

る
中
、
応
募
書
類
の
書
き
方
や

面
接
対
応
の
支
援
も
出
来
な
い

の
が
現
状
で
す
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
世
間
で
は

新
入
社
員
の
内
定
取
消
し
や
有

効
求
人
倍
率
の
低
下
な
ど
の
ニ

ュ
ー
ス
を
聞
く
度
に
、
こ
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
と
感
じ
る
日

々
で
す
。

こ
う
し
た
事
例
か
ら
、
さ
ら

に
今
行
う
べ
き
こ
と
は
、
今
後

も

コ

ロ

ナ

・

シ

ョ

ッ

ク

の

よ

う

な
外
的
要
因
に
よ
る
経
済
の
低

迷
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
と

想
定
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

現
に
、
感
染
症
問
題
は
4
年

に
一
度
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
起

き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
こ
数
年
起
き
て
い

る
自
然
災
害
も
然
り
で
す
。
再

び
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
起
こ

っ
た
際
に
、
最
小
限
に
経
済
被

害
を
抑
え
る
企
業
体
質
の
改
善

準
備
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。

今
回
、
急
に
在
宅
勤
務
に
な

っ
た
方
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す。
今
後
は
、
自
宅
で
の
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
が
、
相
応
に
標
準
化

す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
回
は
準
備
足
ら
ず
と
い

う
こ
と
で
、
世
界
的
に
も
数
々

の
問
題
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。

家
族
へ
の
D
V
や
虐
待
、
「
コ

ロ
ナ
離
婚
」
　
な
ど
と
い
う
言
葉

も
生
ま
れ
ま
し
た
。
急
な
環
境

変
化
は
、
誰
で
も
ス
ト
レ
ス
が

溜
ま
る
も
の
で
す
。

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
自
宅
で

行
え
る
と
し
て
も
、
そ
こ
は
決

し
て
職
場
と
同
じ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
今
、
仕
事
中
な
ん
だ

か
ら
、
家
族
は
協
力
し
て
当
た

り
前
だ
ー
・
」
　
と
い
う
考
え
を
お

持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

家
庭
環
境
や
家
族
構
成
、
仕

事
内
容
に
よ
っ
て
も
違
い
は
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
自
宅
は
家

族
み
ん
な
の
も
の
で
す
。

そ
の
中
で
、
仕
事
を
す
る
な

ら
ば
、
家
族
へ
の
配
慮
と
家
族

か
ら
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
と

な
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
日
頃

か
ら
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
物
理
的
な
環
境
整
備
と

し
て
、
自
宅
に
相
応
の
W
i
・

F
i
設
定
が
必
要
と
な
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
他
、
音
漏
れ
防
止

の
た
め
の
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
や
大

き
な
声
で
話
さ
な
く
て
も
い
い

ピ
ン
マ
イ
ク
な
ど
の
準
備
も
必

要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
は
、
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
り
、
出
勤
な
ど
8
割
減
を
要

請
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、

利
益
も
8
割
減
と
な
っ
て
は
、

困
り
ま
す
。

2
割
の
稼
働
の
中
で
、
い
か

に
支
障
が
出
な
い
よ
う
に
す
る

か
を
今
こ
の
経
験
か
ら
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
　
「
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス

ー
」
　
と
い
う
言
葉
を
、
毎
日
自

分
へ
投
げ
掛
け
て
い
ま
す
。

新
た
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

を
生
み
出
し
、
自
ら
の
働
き
方

を
改
革
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
い
き
ま

し
よ
ー
つ
。
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未
来
事
業
株
式
会
社
　
金
融
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
清
田
正
和

資
金
繰
り
対
応

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
の
活
用

▼
は
じ
め
に

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
や
新
型

肺
炎
な
ど
、
1
0
0
年
に
一
度

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
起
こ
り
う
る

緊
急
事
態
に
対
応
す
る
た
め
の

備
え
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

そ
も
そ
も
、
B
C
P
　
（
事
業

継
続
計
画
）
　
は
何
の
た
め
に
あ

る
か
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
い
な

B
C
P
を
策
定
し
て
い
る
企

業
の
割
合
は
、
1
5
％
と
か
な
り

低
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
　
「
策
定

意
向
あ
り
」
　
「
策
定
中
」
　
「
策

定
検
討
中
」
　
の
合
計
値
で
も
4
5

％
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
　
（
帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
2
0
1
9
年

5
月
調
査
）
　
こ
の
よ
う
に
、
B

C
P
策
定
が
あ
ま
り
重
要
視
さ

れ
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う

か。

緊
急
事
態
発
生
後
、
半
数
以

上
の
企
業
で
資
金
繰
り
が
悪
化

し
た
り
、
顧
客
離
れ
を
起
し
た

り
し
て
、
倒
産
の
危
機
に
遭
遇

す
る
こ
と
に
な
る
。

既
述
の
調
査
で
、
策
定
し
て

い
な
い
理
由
を
挙
げ
る
と
、
①

策
定
に
必
要
な
ス
キ
ル
・
ノ
ウ

ハ
ウ
が
な
い
、
②
策
定
で
き
る

人
材
が
い
な
い
、
③
実
践
的
な

計
画
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
、

④
必
要
性
を
感
じ
な
い
、
の
順

に
な
っ
て
い
る
。

地
域
別
で
は
、
「
策
定
災
害

意
向
あ
り
」
　
の
割
合
の
高
い
県

は
、
①
高
知
②
滋
賀
③
和
歌
山

④
岐
阜
⑤
奈
良
・
鳥
取
で
、
低

い
県
は
最
下
位
か
ら
⑰
福
島
⑩

岩
手
・
島
根
⑭
岡
山
⑬
秋
田
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
想
定
リ
ス
ク
は
①
自

然
災
害
②
設
備
の
故
障
③
火
災

爆
発
事
故
④
自
社
シ
ス
テ
ム
の

不
具
合
故
障
⑤
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
順
で
、
今
回
の
感
染
症

新
型
ウ
イ
ル
ス
は
1
0
位
と
意
外

と
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
ケ
ー

ス
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

‥

し
か
し
、
新
型
肺
炎
が
原
因

で
倒
産
し
た
中
部
地
方
の
旅
館

は
、
中
国
人
観
光
客
に
高
い
割

合
で
依
存
し
て
い
た
こ
と
が
主

要
因
で
あ
り
、
顧
客
別
売
上
高

の
分
散
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

▼
開
禍
調
の

企
業
は
、
存
続
し
て
こ
そ
存

在
価
値
が
あ
る
。
三
代
続
く
企

業
は
そ
れ
な
り
の
努
力
を
し
て

い
る
。
そ
の
一
つ
が
資
金
繰
り

で
あ
る
。
筆
者
は
元
金
敵
マ
ン

で
あ
る
が
、
メ
イ
ン
銀
行
を
大

切
に
し
て
い
る
企
業
は
強
い
。

確
固
た
る
信
頼
関
係
を
築
い
て

いる。経
営
危
機
に
緊
急
融
資
を
依

頼
で
き
る
体
質
、
休
力
づ
く
り

は
不
断
の
努
力
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
企
業
経
営
者
の
知
恵
が

ある。実
は
、
こ
れ
ら
の
企
業
群
は
、

自
社
の
当
座
預
金
　
（
台
所
）
　
を

オ
ー
プ
ン
化
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
自
社
の
入
出
金
明
細

を
金
融
機
関
と
共
有
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
売
上
金
収
入
、

売
掛
債
権
、
支
払
債
務
、
販
管

費
、
仕
入
高
な
ど
あ
ら
ゆ
る
資

金
を
見
え
る
化
し
、
綿
密
な
資

金
計
画
の
中
で
金
融
機
関
か
ら

の
資
金
を
効
率
的
に
活
用
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

ラ
イ
ン
で
あ
る
。

古
く
は
当
座
貸
越
枠
で
あ
る

が
、
支
払
日
や
特
別
な
資
金
需

要
に
自
動
的
に
マ
イ
ナ
ス
残
に

な
っ
て
融
資
実
行
さ
れ
る
資
金

枠
で
あ
る
。

当
座
預
金
と
連
動
方
式
で
は

残
高
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
も
マ
イ

ナ
ス
残
と
な
る
仕
組
み
で
あ
る
。

使
用
し
な
い
場
合
は
、
資
金

枠
の
管
理
と
し
て
一
定
の
フ
ィ

ー
を
支
払
う
が
、
資
金
枠
も
範

囲
内
で
繰
り
返
し
使
用
で
き
、

売
上
金
収
入
で
入
金
に
な
れ
ば
、

支
払
利
息
は
使
用
し
た
期
間
だ

け
の
日
割
り
計
算
と
な
る
た
め
、

資
金
効
率
が
良
い
。

▼
鮎
錮
鍋
蓋

米
国
で
は
、
当
座
預
金
の
入

出
金
を
提
示
す
る
だ
け
で
、
短

期
運
転
資
金
が
借
入
で
き
る
仕

組
み
が
あ
る
。

ラ
イ
ン
・
オ
ブ
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
と
呼
ば
れ
る
短
期
資
金
貸
出

枠
で
あ
る
。

資
金
使
途
は
運
転
資
金
で
、

）

期
間
は
1
年
以
内
。
貸
出
枠
の

上
限
金
額
は
概
ね
1
0
0
万
ド

ル
内
外
で
あ
る
。
中
堅
商
業
銀

行
で
は
7
5
万
ド
ル
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
あ
る
小
銀
行
は
、

1
年
更
新
す
る
に
は
、
①
期
間

中
に
1
回
は
残
高
を
3
0
日
ゼ
ロ

に
す
る
こ
と
、
②
期
間
中
に
2

回
は
残
高
が
貸
出
上
限
の
5
0
％

以
下
で
あ
る
状
態
を
1
ケ
月
間

維
持
す
る
こ
と
、
の
い
ず
れ
か

を
達
成
す
る
こ
と
を
課
し
て
い

る。

米
国
の
中
小
企
業
で
は
、
金

額
ベ
ー
ス
で
こ
う
し
た
ク
レ
ジ

ッ
ト
ラ
イ
ン
で
の
借
り
入
れ
形

態
を
3
1
％
強
の
企
業
が
使
用
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
行
と
も
ビ

ジ

ネ

ス

・

ク

レ

ジ

ッ

ト

カ

ー

ド

を
商
品
化
し
て
お
り
、
主
に
資

金
使
途
を
、
日
常
の
事
務
用
品
購

入
や
接
待
・
旅
費
支
払
な
ど
に

限
定
し
て
、
上
限
金
額
を
2
5
，

0
0
0
ド
ル
と
し
て
い
る
。

当
然
、
審
査
は
あ
る
が
、
大

手
銀
行
の
中
に
は
在
庫
や
各
種

資
材
の
仕
入
れ
な
ど
に
も
、
活

用
を
認
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る。

▼
当
座
貸
越
の
本
質

日
本
国
内
銀
行
の
法
人
向
け
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貸
出
残
高
は
2
0
1
8
年
3
月

末
で
3
0
0
兆
円
中
、
短
期
融

資
　
（
期
間
1
年
以
下
）
　
は
2
5
兆

円
で
8
％
し
か
な
い
。

こ

の

う

ち

、

コ

ミ

ッ

ト

メ

ン

ト
ラ
イ
ン
の
契
約
数
は
銀
行
全

休
で
1
3
．
0
0
8
先
の
3
3
兆

7
，
1
4
0
億
円
あ
り
、
利
用

残
高
は
5
兆
5
，
3
4
6
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

短
期
融
資
は
、
割
引
手
形
＋

手
形
貸
付
＋
当
座
貸
越
の
合
計

で
あ
る
が
、
中
小
企
業
が
短
期

資
金
と
し
て
1
年
以
内
で
必
要

と
す
る
借
入
の
殆
ど
は
短
期
資

金
で
あ
る
。

商
品
の
仕
入
れ
、
従
業
員
の

賞
与
、
在
庫
資
金
な
ど
で
事
業

継
続
す
る
限
り
、
繰
り
返
し
借

入
返
済
の
循
環
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
。

こ
の
資
金
は
、
必
要
運
転
資

金
＝
売
掛
債
権
＋
在
庫
Ⅰ
仕
入

債
務
で
あ
り
、
一
定
金
額
と
し

て
常
時
寝
た
資
金
で
　
「
根
雪
」

と
言
わ
れ
る
。

こ
れ
を
新
た
な
当
座
貸
越
　
（
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
）
　
と
す

れ
ば
、
い
つ
で
も
質
金
枠
の
範

囲
内
で
借
入
返
済
が
自
由
と
な

る
た
め
、
資
金
効
率
が
格
段
に

良
く
な
る
。

）

担
保
の
問
題
も
あ
る
が
、
当

座
預
金
で
売
掛
金
・
仕
入
資
金
・

諸
経
費
の
金
流
や
商
流
が
金
融

機
関
と
共
有
で
き
て
い
れ
ば
、

こ
う
し
た
資
金
枠
を
信
頼
関
係

の
中
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

る。

し
た
が
っ
て
、
資
金
繰
り
の

安
定
は
経
営
そ
の
も
の
を
安
定

さ
せ
、
経
営
者
は
販
路
拡
大
や

収
益
向
上
と
い
っ
た
本
来
の
業

務
に
注
力
で
き
る
。

∇
謂
相
場
㌢
ル

金
融
機
関
は
、
取
引
先
を
自

己
査
定
し
、
正
常
先
か
ら
破
た

ん
懸
念
先
　
（
通
常
融
資
取
引
が

継
続
可
能
な
ラ
ン
ク
）
　
ま
で
、

ラ
ン
ク
付
け
し
て
い
る
。

地
域
金
融
機
関
は
、
地
域
に

根
差
し
て
い
る
た
め
、
経
済
合

理
性
だ
け
で
は
、
取
引
先
か
ら

め
っ
た
に
逃
げ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
取
引
先
側
か

ら
見
れ
ば
、
複
数
行
で
貸
出
条

件
を
競
わ
せ
る
方
法
も
あ
る
が
、

基
本
的
に
は
信
頼
の
お
け
る
メ

イ
ン
1
行
あ
れ
ば
、
企
業
実
態

を
く
ま
な
く
把
握
し
て
課
題
や

問
題
点
を
共
有
し
て
く
れ
る
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン

グ
が
有
利
と
な
る
。

最
近
の
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
マ

ー
ク
の
考
え
方
は
、
こ
れ
を
具

現
化
し
た
も
の
で
、
中
小
企
業

と
金
融
機
関
の
対
話
と
非
財
務

情
報
を
含
め
た
事
業
性
評
価
で
、

中
小
企
業
の
強
み
と
特
徴
を
貸

出
支
援
に
活
用
す
る
仕
組
み
で

あ
る
。こ

こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
先

に
述
べ
た
米
国
の
短
期
資
金
、

ラ
イ
ン
・
オ
ブ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

の
よ
う
な
貸
出
枠
が
資
金
繰
り

を
安
定
さ
せ
る
元
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
貸
出
枠
は

A
B
L
　
（
売
掛
債
権
担
保
）
　
が

基
本
と
な
る
が
、
そ
れ
以
外
に

中
小
企
業
独
自
の
資
産
で
あ
る
、

販
路
・
仕
入
・
顧
客
・
立
地
・

ブ
ラ
ン
ド
・
技
術
力
・
人
脈
力
・

特
許
権
な
ど
が
重
要
な
評
価
項

目
に
な
る
。

ま
た
、
財
務
情
報
を
裏
付
け

る
、
売
掛
債
権
回
転
率
、
棚
卸

資
産
回
転
率
、
立
替
期
間
、
経

常
収
支
率
な
ど
の
デ
ー
タ
が
銀

行
審
査
で
は
必
須
と
な
る
。

W
V
資
金
繰
り
の
安
定
化

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
資
金

繰
り
の
安
定
に
は
現
預
金
を
手

厚
く
し
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で

）

あ
る
。
手
持
ち
資
金
を
高
く
維

持
す
る
こ
と
で
、
余
裕
の
あ
る

経
営
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
税
理
士
事
務
所
や
金

融
機
関
と
連
携
し
、
月
次
の
資

金
繰
り
表
を
作
成
し
、
月
次
予

算
と
常
に
比
較
し
、
資
金
の
過

不
足
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

例
え
ば
、
売
上
が
2
か
月
後

の
入
金
で
、
仕
入
は
1
ケ
月
後

の
支
払
と
す
る
と
、
入
金
と
支

払
の
期
間
差
で
売
上
高
が
増
加

す
る
ほ
ど
資
金
の
ず
れ
が
大
き

く
な
り
、
資
金
不
足
と
な
る
。

そ
の
予
測
を
資
金
繰
り
表
で

6
ケ
月
先
ま
で
把
握
し
て
お
け

ば
、
金
融
機
関
に
資
金
の
要
請

を
串
前
に
行
う
こ
と
が
出
来
る
。

こ
う
し
た
事
前
策
が
、
金
融

機
関
と
の
信
頼
関
係
を
深
く
す

る
秘
訣
で
あ
る
。
資
金
不
足
し

た
か
ら
す
ぐ
に
貸
し
て
く
れ
と

い
う
場
当
た
り
的
な
対
応
で
は
、

資
金
管
理
の
拙
さ
を
露
呈
す
る

だ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
状

況
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

も

、

コ

ミ

ッ

ト

メ

ン

ト

ラ

イ

ン

は
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
な
る
。

た
だ
し
、
短
期
資
金
だ
け
で

持
続
的
な
経
営
は
望
め
る
も
の

で
は
な
く
、
中
小
企
業
は
最
低

1
0
年
に
1
回
は
設
備
投
資
が
必

要
で
あ
る
。

投
資
な
く
し
て
繁
栄
な
し
と

い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
、
長

期
的
視
点
か
ら
み
た
利
益
創
出

は
、
最
終
的
に
資
金
繰
り
の
安

定
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

▼
ま
と
め

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
は
、

中
小
企
業
が
機
動
的
に
柔
軟
な

資
金
調
達
す
る
手
段
と
し
て
有

効
で
あ
る
。

資
金
調
達
の
方
法
は
多
様
化

し
て
い
る
が
、
短
期
資
金
は
短

期
間
で
返
済
し
、
設
備
投
資
な

ど
の
長
期
資
金
は
設
備
の
償
却

期
間
等
に
合
わ
せ
て
返
済
す
る

と
い
う
鉄
則
を
守
り
、
資
金
繰

り
を
ま
さ
か
の
時
に
備
え
て
借

入
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
と

経
営
が
先
手
先
手
と
な
り
面
白

く
な
る
で
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
不
測
の
事
態
で
顧
客
が
突
然

い
な
く
な
っ
た
り
、
生
産
・
販

売
で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
に
耐
え
る
た
め
に
も
、
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
ラ
イ
ン
の
資
金
枠

つ
く
り
は
欠
か
せ
な
い
金
融
機

関
と
の
付
き
合
い
方
と
い
え
る
。
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コ
ロ
ナ
問
題
－
情
報
に
惑
わ
さ
れ
な
い
暮
ら
し
方

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
　
柏
木
　
勇
一

◆
S
N
S
時
代
の

教
訓
が
明
ら
か
に

2
0
2
0
年
の
年
明
け
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
と
し
て
、
希
望

を

も

っ

て

迎

え

た

は

ず

で

し

た

。

と

こ

ろ

が

新

型

コ

ロ

ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
で
世
界
中

が
混
乱
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

延
期
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

緊
急
事
態
宣
言
。
こ
の
文
章
を

読
ん
で
い
る
時
点
で
の
皆
さ
ん

の
職
場
や
ご
近
所
、
家
庭
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
？
　
今
後

の
こ
と
は
誰
に
も
予
測
が
で
き

ま
せ
ん
。

あ
る
I
T
系
企
業
の
人
事
部

か
ら
、
「
社
内
で
も
不
安
と
動
揺

が
広
が
っ
て
い
る
。
基
礎
疾
患

の
疑
い
が
な
く
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
症
状
が
な
い
人
で
も
感
染

す
る
こ
と
が
現
実
に
な
っ
て
い

る
。
当
然
仕
事
に
も
影
響
す

る
。
社
内
で
ど
う
説
明
し
、
ど

う
対
応
す
べ
き
だ
ろ
う
か
」
　
と

い
う
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
現

実
に
こ
の
会
社
は
、
可
能
な
部

署
で
は
在
宅
勤
務
で
の
テ
レ

ワ
ー
ク
を
進
め
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
々
の
不
安
の
背
景

に
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
ネ
ッ
ト
情

報
に
振
り
回
さ
れ
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
え
て
今

回
の
出
来
事
を
　
〝
情
報
騒
動
〟

と
表
現
し
ま
す
〉
　
こ
こ
に
教
訓

が
あ
る
か
ら
で
す
。

◆
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

3
月
中
旬
、
世
界
保
健
樅
構

（
W
H
O
）
　
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
…
建
延
中
の
ス
ト
レ
ス
対
処
方

法
を
公
に
し
ま
し
た
。
「
こ
の
よ

う
な
危
機
に
直
面
し
た
時
、
だ

れ
で
も
悲
し
み
や
恐
怖
、
怒
り

を
感
じ
る
の
は
当
妖
こ
　
と
し

て
、
4
つ
に
絞
れ
ば
、
①
信
栢

）

で
き
る
人
と
話
す
。
家
族
や
友

人
と
メ
ー
ル
や
電
話
で
情
報
交

換
す
る
こ
と
も
い
い
　
②
自
宅

で
過
ご
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

場
合
は
、
健
康
的
な
生
活
ス
タ

イ
ル
、
食
事
や
睡
眠
、
適
度
な

運
動
を
心
が
け
る
　
③
喫
煙
や

飲
酒
は
要
注
意
　
④
事
実

（
フ
ァ
ク
ト
）
　
を
ち
ゃ
ん
と
把

握
し
、
正
し
い
情
報
と
知
識
を

持
て
ば
適
切
な
対
処
行
動
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
－
と
呼
び
か

け
た
の
で
す
。
こ
の
う
ち
、
耳

と
し
て
示
さ
れ
た
項
目
、
正
し

い
情
報
と
知
識
こ
そ
が
、
今
回

の
教
訓
と
言
え
ま
す
。

こ
の
教
訓
に
関
連
し
て
、
ス

マ
ホ
を
手
離
せ
な
か
っ
た
同
僚

の
3
0
代
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が

デ

ジ

タ

ル

デ

ト

ッ

ク

ス

、

つ

ま
り
ス
マ
ホ
か
ら
離
れ
た
生
活

体
験
を
し
て
有
意
義
だ
っ
た
こ

と
を
明
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ツ
ク
ス
」
　
と

は
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど

デ
ジ
タ
ル
機
器
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
距
乾
を
置
く
こ
と

で
す
。
デ
ト
ツ
ク
ス
と
は
、
体

内
に
溜
ま
っ
た
毒
物
を
排
出
す

る
こ
と
、
日
常
的
に
心
身
に
溜

ま
っ
た
ス
ト
レ
ス
や
疲
労
を
取

り
去
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

◆
慣
報
過
多
の
時
代
、

ス
マ
ホ
依
存
に

な
ら
な
い
よ
う
に

年
代
や
仕
事
内
容
に
よ
っ
て

は
、
長
時
間
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
に
触
ら
な
い
で
過
ご
す
人
も

い
ま
す
。
同
僚
は
、
休
日
を
利

用
し
た
数
日
間
の
旅
行
中
、
ス

マ
ホ
か
ら
離
れ
ま
し
た
。
ふ
だ

ん
の
仕
事
で
は
ス
マ
ホ
密
着
で

す
。
最
初
は
不
安
で
し
た
が
、

結
果
は
、
心
身
が
休
ま
り
、
本

来
の
人
間
の
身
体
に
合
っ
た
過

ご
し
方
を
し
た
こ
と
で
ス
ッ
キ

リ
し
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。
オ

ン
と
オ
フ
を
切
り
替
え
る
こ
と

の
大
事
さ
が
分
か
っ
て
い
な
が

ら
、
実
際
は
実
践
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
も
気
づ
き
ま
し

た。

デ
ジ
タ
ル
デ
ト
ッ
ク
ス
を
実

践
し
て
い
る
方
は
最
近
増
え
て

お
り
、
心
身
の
正
常
な
状
態
を

ヽ

自
分
で
取
り
戻
す
効
果
を
体
験

し
て
い
ま
す
。
楽
し
く
ス
マ
ホ

を
使
っ
て
い
る
場
合
は
問
題
な

い
の
で
す
が
、
楽
し
む
は
ず
な

の
に
疲
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
は

危
険
信
号
。
ス
マ
ホ
中
毒
・
依

存
に
な
る
前
に
止
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
で
し
ょ
う
。
手
書
き

で
日
記
を
つ
け
る
、
メ
モ
を
と

る
、
紙
メ
デ
ィ
ア
　
（
例
え
ば
新

聞
）
　
に
接
す
る
、
な
ど
の
効
果

も
再
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
拡
大

の
ニ
ュ
ー
ス
が
毎
日
の
よ
う
に

報
道
さ
れ
、
落
ち
着
か
な
い

日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
情
報
洪
水

の
世
界
で
の
上
手
な
生
き
方
の

一
端
を
説
明
し
ま
し
た
。
日
々

ス
マ
ホ
が
手
離
せ
な
い
と
い
う

I
T
系
企
業
人
事
部
の
方
に
も

納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

【
筆
者
紹
介
】

柏
木
勇
一
へ
か
し
わ
ざ
・
ゆ
う

い
ち
）
　
1
9
4
1
年
生
ま
れ
。

大
学
卒
業
後
、
新
聞
社
勤
務
を

経
て
、
現
在
E
A
P
企
業
で
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
動
。
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
相
談

士
、
交
流
分
析
士
。
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当会の定時総会は例年5月に開催しておりますが、新型コロナウイルス感染拡大の

影響により、令和2年度定時総会について開催日時、会場を検討中です。

また、ご出席者の安全配慮の観点から「懇親会」は取りやめとする予定です。会員

の皆様には今後の状況を鑑み決まり次第、書簡にてご案内させていただきますので、

ご承知おきくださいますようお願い申し上げます。

◆総会内容◆
1）報告事項

①令和元年度事業報告

④令和2年度事業計画・収支予算
2）議　　事

第1号議案　令和元年度収支決算承認の件

第2号議案　役員報酬規程改正について

法人ニュース広告募集 

当会では年4回（5、7、10、1月）会報を発行し 

ております。 

配布対象先は気仙沼・唐桑・本吉・歌津・志津川 

に事業所のある会員と関連団体です。 

広告の掲載をご希望の方は事務局までご連絡くだ 

さい。（22－9107） 

名刺・伝票・ハガキ・ラベル・会報等々 
一皐短納期でお応えします－ 

目隠しシール「情報守くん」、省資源対策「往復封筒」等 

双葉印刷株式会社 
〒988－0866宮城県気仙沼市内松川41－1 

T［しく0226）25－8215　FAX25－8216 

http：Nwww．futaba－insatsu．co．Jp 

法
人
会
は
よ
き
経
営
者
を
目

指
す
も
の
の
団
体
と
し
て
会
員

の
積
極
的
な
自
己
啓
発
を
支
援

し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
企
業

経
営
お
よ
び
会
社
の
健
全
な
発

展
に
貢
献
し
ま
す
。

正
し
い
税
知
識
を
は
じ
め
企

業
経
営
に
求
め
ら
れ
る
知
識
や

情
報
を
提
供
す
る
為
、
セ
ミ

ナ
ー
や
講
演
会
を
開
催
し
、
経

営
者
自
身
や
幹
部
社
員
・
各
部

門
担
当
者
の
人
材
育
成
に
も
お

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
常
に
企
業
の
立
場
で

全
国
の
会
員
の
声
を
集
結
し
、

大
局
的
見
地
か
ら
税
制
改
正
に

つ
い
て
強
く
意
見
活
動
を
続
け

て
お
り
、
仲
間
が
多
い
ほ
ど
大

き
な
実
り
が
あ
り
ま
す
。

お
知
り
合
い
の
事
業
所
で
、

ま
だ
会
員
に
な
っ
て
い
な
い
方

が
お
あ
り
で
し
た
ら
、
是
非
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。

未
加
入
企
業
を

ご
紹
介
く
だ
さ
い

－
　
　
会
員
募
集
中
I
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気仙沼法人会食鼻糞
毛足小筆校6年　三浦　十重

気仙沼法人会女性節食鼻雷
鳥折小学校6年　小■寺　椎葉

㌔合二二　寅 
＿、　⊂フ二　ニくフ　n 

1＿＿＿＿＿＿、固度 　目＼ⅣM l 、、 

⊂プロロ 　⊂I 鳴�ﾂ�B���■一■中 空「1蘭 

ロ 

気仙沼横棒■鼻糞
毛足小学校6年　及川　主

※入賞者の学校名及び学年は令和元年度当時のものです
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